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　防災行政無線から放送された内容を確認するためのテレ
ホンサービス（フリーアクセス）が無料で聞くことができま
す。放送内容が分からなかったときや、もう一度聴きたい
ときは、

緯0800―800―0864
をご利用ください。操作方法の説明は、メッセージで確認
できます。
※これまでの防災行政無線テレホンサービス（緯碓40 2900）
を利用した場合、通話料は利用者負担となります。

　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯電話やパソコ
ンへのメール配信サービス「印西市緊急情報発信システム」を
実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用することができ
ますが、あらかじめ『利用者登録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および『登録解除』
の際の通信料、メールの受信、WEB閲覧にかかる費用は、利用
者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」メールを送信し
てください。

 b@inz.171k.jp

※利用者登録手順および配信する内容の詳細については、市ホ
ームページ（http://www.city.inzai.chiba.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

防災メール

▲ QRコードも
利用可です

（３）平成２４年（２０１２）３月１日号

　市では、栄町と連携し、主要地方道鎌ケ谷
本埜線バイパスの早期完成および若草大橋
延伸線の早期事業化に関して、山﨑印西市長
と岡田栄町長が、千葉県知事に対して要望書
を提出しました。
　今回の要望では、地域住民の生活環境向上
および交通機能の強化を図り、県域を越えた
魅力ある地域づくりを実現するため、次の申
し入れを行いました。
①主要地方道鎌ケ谷本埜線バイパスの早期完
　成
②千葉県の道路整備計画へ若草大橋延伸線の
　早期位置付けと早期事業化
　なお、今回の要望活動には、地元選出の瀧
田千葉県議会議員、岩井千葉県議会議員にも
同席いただきました。
■問 企画政策課交通政策室（緯内線475、476）。

　市では、市民や関係機関など
の代表者で構成された印西市交
通安全対策会議により、平成23
年度～27年度までの交通安全
に関する施策を示した、第9次
印西市交通安全計画を策定しま
した。
　計画の主要施策は、「安全かつ
円滑な道路環境の整備」、「交通
安全意識の高揚」などの5項目
です。
　詳細は市ホームページまたは、
行政資料室（市役所１階）で縦
覧している計画書をご覧くださ
い。
■問 市民安全課市民安全班（緯内
線712）。

「病名に惑わされない、
正しい知識を持とう」

シリーズ・心の道標碓32 

■問 社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

　心の病気は、本人の気合や根性で治るもので
はなく、また、遺伝や環境のみが原因ではありま
せん。多くの場合、治療は長期間におよび、改善
するまでには、家族や周囲の人々の理解と協力
が必要です。
　しかし、正しい知識がなければ、支援の方法も
見つかりません。本人のために良かれと思って
やったことが、逆効果になることもあります。
また、家族のストレスが、病気の回復を大きく左
右します。
　ですから、本人の病気に対する理解も重要で
すが、家族自身が正しい知識を持つことも大切
です。
　そのためにも、本人には、医師の診察だけでは
なく、当事者ミーティング（医療機関でのデイケ
アなど）の参加、家族は、医療機関や保健所など
での学習や家族会に参加してみることも良いで
しょう。
　また、病気をきっかけに「家族」について、見
つめなおしてみることも良いでしょう。
　いずれにせよ、遠回りかもしれない治療も、必
ず「良くなる」と信じて、根気強く取り組みま
しょう。

　市では、社会福祉課障害福祉班で保健師・精神
保健福祉士が相談に応じます。

 防災行政無線無料テレホンサービス 
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災害に備えて防災情報提供災害に備えて防災情報提供をを
行っていま行っていますす

第9次印西市交通安全計画
が策定されました

主要地方道鎌ケ谷本埜線バイパスの早期完成およ主要地方道鎌ケ谷本埜線バイパスの早期完成およびび
若草大橋延伸線の早期事業化に関する要望活動を実若草大橋延伸線の早期事業化に関する要望活動を実施施

▲要望書は印西市・栄町の首長と地元選出の両県議会
議員から千葉県へ手渡されました

平成23年度文化財防災訓練

　市では、貴重な文化財を火
災などの災害から守るため、
毎年1月26日の文化財防火
デーに合わせて文化財防災訓
練を実施しています。本年度
は、去る1月29日、小倉地区

に所在する国指定重要文化財
の宝珠院観音堂を対象に、印
西西消防署や地元消防団、地
域住民が協力を得て、通報訓
練、初期消火訓練、放水訓練を
行いました。

文化財を火災から守るため消防署・地元住民が連携

▲火災を想定した放水訓練の様子
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　『広報いんざ
い』10月1日号
のこの欄で触れ
ましたが、平成
23年第3回印
西市議会定例会
で制定した「印
西市暴力団排除

条例」が、4月1日から施行されます。
　これに先立ち、去る2月8日、印西警察署と「暴
力団排除措置等を講ずるための連携に関する協定」
を締結しました。この協定により、条例に基づき暴
力団排除措置などを講ずる場合、印西警察署の協力
と支援が得られることとなり、暴力団排除の取り組
みを進めるのに心強いものとなりました。
　2月9日には、印西市議会臨時会が開催され、補正
予算が可決しました。これは、本年度中に早急に実
施すべき放射線量低減化対策に係る経費を増額した
ものです。
　経費の内容は、公立の小学校、幼稚園、保育園、
学童クラブや都市公園などの公共施設のうち、本年
度中に実施可能な一部施設敷地内の表土の除去と埋
め戻しなどや、市道の路面、桝(ます)、側溝などの
清掃と、今後公共施設などの放射線量の測定結果に
より、高い数値を示す個所が出た場合、緊急に除染
対応ができるよう、高圧洗浄機などの購入になりま
す。なお、一般会計の歳入歳出予算の総額は、
2,636万9千円を増額した、307億7,434万4千円
になりました。
　東日本大震災発生から1年。地震などの災害に備
えて、1ページに掲載した記事を参考に、各家庭で
も非常持ち出し品や災害用備蓄品などの再確認をお
願いします。

広報いんざい市長室
山 﨑 山 洋
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